
目

次序刊
行
に
よ
せ
て

「
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
」

凡
例

口
。る
Hヱミ

題
字

有
賀
喜
左
衛
門

婦
女
子
の
職
務

付
婦
女
子
の
員
憤

ω
教
育
の
重
任
e

e

ヨk

制
教
育
の
大
切
な
る
乙
と

自

教
育

は
永
遠
に
生
き
る

問
子
女
の
教
育
は
母
の
手
を
離
れ
ら
れ
ぬ
と
と

附
母
の
徳
義

制
母
の
皐
問

3 6 

附
公
の

9 



(三)(岡

女
子
教
育

第萱一晶一早 家
の
重
住
・

川
家
は
夫
婦
の
二
本
柱
よ
り
成
る
と
と

姻
の
大
切
な
る
ζ

と

川
門
家
の
経
済

結

尾女
子
教
育
の
方
針

女
子
教
育
不
援
の
原
因

村
方
針
に
迷
ふ
に
在
り

間
家
は
園
の
基

ω
家
の
健
康

同
方
針
に
迷
ふ
所
以

振
興
の
第
一
策
は
方
針
を
一
定
す
る
に
在
り

方
針
を
一
定
す
る
の
要
件

男
女
能
力
相
違
設

女
子
教
育
の
現
欺
|
|
費
用
教
育

前
二
者
の
批
評

方
針

附
家
を
治
む
る
の
難
易

阿
山
家
の
幸
一服
並
に
口
問
行

15 

10 

(1ま)

婚27 33 35 35 36 36 37 38 



第
二
草

今にrI 

H
女
子
を
人
と
し
て
教
育
す
る
事

同
女
子
を
婦
人
と
し
て
教
育
す
る
事

智

""'" 同

第

節

智
育
と
女
性

女
子
の
高
等
智
育
及
之
に
封
す
る
本
邦
人
の
感
想

文
明
諸
国
に
於
け
る
女
子
教
育
の
現
欺
比
較

女
子
教
育
の
反
針
説

高
等
女
子
教
育
の
結
果

(
第
二
智
育
と
女
子
の
脳
髄

(
第
一
乙
智
育
と
女
子
の
健
康

(第
一二
)
智
育
と
ん
且
徳

五
)
智
育
と
男
女
交
際

(第
六
)
智
育
と
女
子
の
教
育
事
業

同

'K子
を
園
民
と
し
て
教
育
す
る
事

(
第
七
)
智
育
と
女
子
の
枇
命
日
事
業

(
第
四
)
智
育
と
遺
鱒

第

節

本
邦
の
高
等
女
子
教
育
の
方
針

図
風
閤
勢
に
一
適
合
す
べ
き
女
子
教
育

生
徒
の
種
類
と
教
育
の
種
類

主
義

同
f-

科
数
授
法

外
園
語
感
ナ

H
女
子
に
必
要
な
り
や

同
何
れ
の
語
感
?
を
撰
ぶ
べ
き
や

回
数
授
法

47 47 48 52 55 第68 69 71 74 76 76 77 

11 



第
三
一章

第

節
徳

第

節

第

節(
第
一
)

(
第
二
)

(第
一二
)

(
第
四
)

結
論

第

節(
第
二

(
第
二
) 本

邦
高
等
'K子
教
育
の
程
度

=b; 
同

徳
育
の
目
的

女

徳慈
悲
と
浅
忍
。

(
甲
)
慈
悲
の
起
源

第

一
の
起
源
|
|
慾
母
心

愛
情
と
嫉
妬

勇
気
と
儒
弱

従
順
と
我
憾

女
徳
養
成
の
方
法

器
械
的
の
教
育
法
-ee-e'

自
働
的
の
教
育
法

(
甲
)
生
徒
を
し
て
道
徳
上
の
理
想
を
懐
か
し
む
べ
し

H
前
向
有

同
鼠
十
懇

同
枇
命
百

剛

園

家

第
二
の
起
源

l
l女
子
微
弱
な
る
賂

(
乙
)
残
忍
の
起
源

同
宗
教 (

乙
)
徳
性
K
善
良
な
る
燃
料
を
供
給
す
ベ
し

88 

12 

91 92 93 97 97 99 99 l
 

o
 

l
 

102 



第
四
章

ヨ"
目

髄
第

節

第

節

第

節

第
四
節

第
五
節 (

第
三
)

教
員

附
第

教
師
及
校
長
論

(第

一
)
女
皐
校
の
教
師
は
男
女
敦
れ
を
可
と
す
る
や

附
第

寄
宿
舎
論

寄
宿
舎
の
勢
宮
古

寄
宿
舎
の
利
盆

寄
宿
舎
の
必
要

:h< 
同

間
育
と
智
徳
雨
育
と
の
関
係

女
子
惣
育
の
本
邦
に
必
要
な
る
所
以

(第

一
)

園
民
の
飽
格
と
女
子
の
位
育

(
第
二
)

日
本
園
民
の
美
貌
と
女
子
の
健
育

(第
三
)

家
庭
及
び
枇
曾
の
幸
福
秩
序
と
女
子
の
鱒
育

本
邦
問
機
の
改
良
振
起
の
必
要

陸
育
略
史

欧
米
現
行
の
燈
操
法

濁
逸
惚
操
-
一

H
現
況

同

批
評

(第
一一
)
女
間
半
校
の
校
長
は
男
女
執
れ
を
可
と
す
る
や

理
想
の
寄
宿
舎

20 20 l
 

l
 

l
 

j
 

el
 

l
 

5
 

1
 

1
 

9
 

1
 

1
 

120 l
 

o，必l
 

2
 

2
 

1
 

123 127 7
 

2
 

1
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端
典
式
間
操

付

現

況

同
略
許

帥
帥
薗
デ
ル

サ

l
ト
式
位
操

付

主

義

ω
批
評

米
図
式
問
操

付

現

状

件

批

許

附

米

園
女
子
大
島
?
の
鰭
操

第
六
節

惚
育
の
伺
的

(
第
二

身
惣
の
健
康

(→ 

術
生
飽
操

同
治
療
館
操

(第
二
)

身
憾
の
教
育

H
国
渦
及
、
ひ
平
均
を
畑
町
る
乙
と

支
配
す
る
事

同
筋
肉
の
刈
断

(第
一一一
)

休
養
燈
操

付

遊

戯

同
業
務
痩
換

第
七
節

ト
刀
法

同

今

日
健
康
惣
操
の
必
要
あ
る
理
由

ω
筋
力
の
増
進

川

勇

気

凶
克
己

同
快
繁

l二}

優
美
鶴
操
及
び
治
療
飽
操
の
通
用

個
人
身
憾
の
援
育
及
び
強
弱
に
一通
切
な
る
を
要
す

第
八
節

本
邦
女
子
鱒
育
の
振
起
策

同
忍
耐
力
の
檎
進

同
身
振
り

岡

敏

捷

岡
市
阪
美

o
 

e
--

14 

E
 

Q
《

dl
 

5
 

3
 

1
 

138 9
 

3
 

1
 

。“o
a凋
宝l
 

同
筋
肉
を
自
由
に2

 
4
 

l
 

4
 

4
 

l
 

4
 

4
 

1
 

5
 

4
 

1
 

』4
 

1
 



第
五
章

寺tLI 

貫
業
教
育

(
第
二
)

組
育
教
師
養
成
所
を
設
く
べ
し

日
本
飽
育
皐
を
興
す
Jミ

し

(第

一
)

(
第
三
)

美
麗
の
標
準
を
曲
変
更
す
ベ
し

(
第
四
)

早
婚
の
弊
を
矯
正
す
ベ
し

手
工
教
育
と
智
徳
雨
育
の
関
係

(ーう

手
工
と
運
動
中
福

(斗

手
工
と
思
考
力

(三)

手
工
と
口
間
性

女
子
と
貧
業

労
働
の
重
す
べ
き
理
由

回)

手
工
と
心
意

手
工
教
育
の
方
法

R付 女
子
K
自
活
の
技
能
を
輿
ふ
べ
き
理
由

専
門
教
育
の
必
愛

H
自
活
の
篤
に
必
要
な
り

同
進
歩
の
篤

K
必
要
な
り

5
 

4
 

1
 

h
h
U
 

4
 

l
 

h
民

o
a凋
浬l
 

句，a
・4
 

l
 

8
 

4
 

1
 

48 

同

枇
命
面
の
篤
に
必
要
な
り

同
老
後
の
篤
に
必
要
な
り

8
 

4
 

1
 

O
X
0
 4

 
l
 

148 位
。4
 

l
 

149 151 151 152 
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女
子
教
育
談

16 

(斗(一)

高
等
女
子
教
育
の
必
要
を
論
じ
併
せ
て
其
反
艶
設
に
答
ふ

女
子
教
育
振
起
策
・

-

159 0
 

7
 

1
 

女
子
教
育
演
説

(斗(ー)

191 

女
子
教
育
問
題
に
就
て

日
本
女
子
大
皐
校
設
立
の
必
要

n
t

・-
oudv l
 

女
子
教
育
論
雑
載

(弓仁) (寸

梅
花
女
皐
校
の
設
立
を
祝
す

太
平
洋
航
海
中
の
所
感
。

ウ
ェ
レ
ズ
レ
!
女
子
大
皐
観
察
略
記

日
本
女
子
大
皐
校
設
立
之
趣
旨

本
邦
女
子
高
等
教
育
の
程
度

233 277 22 217 215 

(四)(五)



ヨR目

書日

(七:) (六)

日
本
女
子
大
皐
校
設
立
に
就
て

女
子
大
皐
談
・
-e--

簡付
万
寿
枝
夫
人
宛
(
於
米
国
)

件
、
同
白
木
(
麻
生
)
正
義
氏
宛
同
白
木
正
蔵
・
松
村
介
石
両
氏
宛
(
於
米
園
)

同
麻
生
正
義
氏
宛
(
『
女
子
教
育
』
出
版
に
関
す
る
も
の
)

同

t
回
麻
生
正
義
氏
宛
(
女
子
大
学
設
立
運
動
に
関
す
る
も
の
)

津
山
保
羅
宛
(
於
郡
山
)

谷
川
熊
五
郎
宛
(
於
米
圏
)

(刃(司
記(斗(→

明
治
十
五
年
八
月
初
旬
よ
り
同
月
二
十
八
日

明
治
十
六
年
八
月
下
旬
よ
り
同
十
月
十
八
日
ま
で

明
治
十
六
年
十
月
二
十
日

明
治
十
八
年
六
月
六
日
よ
り
同
月
二
十
二
日
ま
で

(叫(弓

236 244 255 :J:J 271 294 330 

17 
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凡

例

本
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
は
、
公
刊
さ
れ
た
著
書
・
雑
誌
論
文

・
講
演
記
録
及
び
日
記
・
書
簡
等
の
著
作
を
時
代
順
K
収
録
し
、

ζ

れ
を
全
三
巻
と

し
た
。第

一
巻
は
明
治
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
、
第
二
巻
は
同
三
十
四
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
、
第
三
巻
は
伺
四
十
五
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
の

著
作
を
収
録
し
、
同
時
K
資
料
の
所
在
・
出
版
社
・
掲
載
誌
な
ど
を
表
示
し
た
。
各
巻
K
は
解
説
を
付
し
、

さ
ら
に
第

一
巻
に
は
略
年
譜
を
、
第

一
巻
に
は
参
考
文
献
及
び
索
引
を
付
す
予
定
で
あ
る
。

表
記
に
関
し
て
は
出
来
得
る
限
り
原
文
の
尊
重
に
つ
と
め
、
用
字
、
お
く
り
仮
名
な
ど
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
用
字
の
中
、

]

(
事
)
托

(
共
)
キ
(
時
)
ソ
(
し
て
)
な
ど
は
、
現
在
通
常
使
用
の
も
の
と
し
、
変
体
仮
名
も
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
字

・
誤
埼

・
脱
字
・
桁
字
な
ど
は
ζ

れ
を
改
め
た
。
な
お
、
著
作
に
よ
っ
て
活
字
が
異
る
場
合
は
、
出
来
る
限
り
統
一
し
た
。

漢
字
す
べ
て
に
ル
ビ
の
あ
る
原
文
は
、
特
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
他
は
削
除
し
た
。

外
国
人
名

・
地
名
な
ど
の
表
記
も
す
べ
て
原
文
に
し
た
が
っ
た
が
、
わ
か
り
K
く
い
も
の
に
は
適
宜
(

)
で
注
記
し
た
。

句
読
点
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。
会
く
そ
れ
の
な
い
も
の
に
は
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
必
要
な
限
り
付
し
た
。



伊l凡

傍
線
・
傍
点
の
あ
る
個
所
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
が
、

。
⑥
O
?
な
ど
の
圏
点
は
す
べ
て
傍
点
(
・
)
に
統
一
し
た
。

日
記
も
以
上
の
原
則
に
よ
っ
た
が
原
文
の
句
読
点

・
並
例
点
・
終
止
符
を
加
筆
訂
正
し
た
。
意
味
の
不
明
確
な
と
ζ

ろ
ま
た
は
解
読
の
困
難
な

個
所
に
は
、
(
一
字
不
明
)
(

ヵ
)

(

7

h

)

と
し
た
。
そ
の
他
、
日
記
の
性
質
上
、
筆
、
鉛
筆
な
ど
の
混
用
、
欄
外
メ
モ

・
英
文
の
押
入
、

さ

ま
ざ
ま
な
印
(
例
日

0
0
口

x
i
)
な
と
が
み
ら
れ
る
が
、
適
宜
処
理
し
統
一
し
た
。
な
お
日
日

[

U
の
印
は
〔

〕
印
と
し
た
。

日
記
の
聖
書
及
ひ
中
国
の
古
典
の
引
用
中
、
語
が
欠
け
て
い
る
場
合
は
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
も
の
に
よ

っ
て
補
正
し
た
。
但
し
一
句
又
は
出

曲
刊
が
抜
け
て
い
る
場
合
は
、
(
中
略
)
(
脱

)
と
し
た
。

英
文
は
明
ら
か
な
誤
記

・
誤
植
は
ζ

れ
を
改
め
た
。
其
の
他
不
明
確
な
個
所
は

(S)
文
は
(

)
で
注
記
し
た
。

編
集
者
註
は
(

)
で
示
し
た
。
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